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ライブラリシステム研究会

図書館システムの歴史と日本語処理

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　関西学院大学図書館　安本裕和

　　　　　　　　

○　関西学院大学図書館のシステム化のあゆみ

1986年　BIBLION導入を決定
1988年　関学版BIBLION運用開始
遡及入力完了
1993年　OPACサービス開始
1998年　BIBLION21へ移行
2002年　iLiswaveへ移行
○　日本語処理について

（1） 遡及データの欠陥→ヨミがない→ハピネスによる単語検索キー作成

（2） 2バイトコード処理上の問題　
○　今後のシステムについて　

（1） 大学にとって導入しやすい売り方

（2） 図書館員に求められるスキルを明確に

（3） 非来館型サービス機能の充実

